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平成 ] 7 年度農林水産 技窩会帝 な箱 屋予算 俺笘 決定の重点事項 

- C 基本的考え方 ) 

0  国民の食の安全・ 安心のニーズに 対応するとともに、 
農林水産業の 現場を支える 技術の開発とこれらの 技術 開 

発を支えるゲノム 等の先端的研究開発を 柱に推進 

平成 17 年度ほ、 農業構造改革の 加速化とアジア 諸国と 
の競争への対応、 食の安全に対する 国民の不安、 知的射 

産 権 を巡る国際競争の 激化等に対処するため、 以下に関 

する研究開発に 重点 

① 食料産業の国際競争力の 強化 

② 地域における 食料産業の活性化 

③ 食の安全・安心の 確保 

④ 今後の食料産業の 発展墓盤の強化 

0  総合科学技術会議の「平成 17 年度の科学技術に 関する 
の姿 源 配分の方針 J 、 「 平 年度科学技術 

改革についてⅠを 踏まえ、 的 研究費金を 

充実 
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Ⅱ
 
競争的研究資金の 充実 

Ⅱ 生物系産業創出のための 異 分野融合研究支援事業 
2, 6 7 0 (1 , 7 60) 

バイオ等生物系先端技術による 新産業の創出のための 産学官連携による 異 
分野融合研究や 起業化を推進するための 研究開発の拡充。 

2  農林水産・食品分野における 民問研究助成のうち 
地域食料産業等再生のための 研究開発等支援事業 8 7 3@ (0) 
地域食料産業等の 再生に資するため、 食料産業等が 直面する諸課題に 対し 
短期集中的な 民間研究開発の 支援を行 う 競争的研究資金の 強化。 

3  先端技術を活用した 農林水産研究高度化事業 3, 846 (3. 000) 
現場に密着した 試験研究を一層推進するため、 食品の安全・ 安心に関する 
リスク管理等を 強化する研究 ( リスク管理型研究 ) 、 他府 省の基礎・基盤研 
究で生まれた 技術等を農林水産分野に 積極的に応用する 研究 ( 麻雀連携型 研 
究 ) 、 年度途中で発生した 緊急課題に対応して 短期間で取り 組む調査研究 ( 緊 
急 課題即応型調査研究 ) を創設。 

Ⅲ 研究基盤の充実強化等 

0  運営 費 交付金 ( 競争的研究資金を 除く ) 及び施設整備費補助金 
5 5, 99 1 (56, 330) 

研究基盤の充実強化を 図るため、 独立行政法人の 中期計画に沿 った 研究開 
発 並びに施設及び 設備の整備を 着実に推進。 

 
 








